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研究成果の概要：DHEAS を基質として輸送する有機アニオントランスポーター (OATP)がアン
ドロゲン枯渇下の前立腺癌細胞増殖において果たす役割を明らかにすることを目的として検討
をした。アンドロゲン枯渇下で培養されたヒトアンドロゲン受容体陽性前立腺癌細胞 LNCaP
や 22Rv1 細胞において、OATP1A2 の発現が顕著に増大した。発現が増大した OATP1A2 により
アンドロゲン枯渇下では血中濃度が変動しない DHEAS（不活性型）が細胞へ取り込まれ、細
胞内の steroid sulfatase により DHEA や DHT などアンドロゲン（活性型）へ代謝されて利用さ
れ、アンドロゲン枯渇下でもその細胞増殖能が維持されることが初めて明らかになった。本研
究成果は前立腺癌の CRPC への進行において、OATP がアンドロゲンの前駆体として DHEAS
の供給に寄与し、細胞増殖に維持する役割を担うと考えられた。 
 
研究分野：化学療法、輸送体（トランスポーター） 
キーワード：前立腺癌、有機アニオン輸送体、OATP１A2、アンドロゲン 
 
１．研究開始当初の背景 
がん幹細胞は腫瘍形成、細胞増殖、浸潤・
転移に重要な役割を果たすため、がん幹細胞
を治療標的とした化学療法の開発は急務で
ある。近年、慢性骨髄性白血病由来幹細胞様
細胞に有機カチオンを輸送する分子(Organic 
Cation Transporter)の高い発現が基質薬物で
あるイマチニブに対する感受性を増大させ
ることや、未分化性維持に重要な転写因子の
異状発現により腫瘍組織のエネルギー代謝
が活性化されアミノ酸輸送体を介したエネ
ルギー源の供給が盛んになるなど、がん幹細
胞の生命維持機構と輸送体のとの興味深い
発見がなされている。 
 
２．研究の目的 
 がん幹細胞特異的に発現する輸送体の機
能調節やそれを利用した薬物送達法の開発
は、がん幹細胞標的化の有効な手段となり得
る。したがって、がん幹細胞特異的に発現し
栄養輸送などその生命維持および分化に関
わる輸送体遺伝子の同定と腫瘍形成におけ
る役割の解明は、輸送体を標的分子とした新
しい化学療法の基盤構築に有益な知見を与
える。そこで、本研究では、ヒト前立腺癌由
来細胞におけるホルモン輸送体の発現と去
勢抵抗性細胞増殖について検討を行った。 
 
３．研究の方法 
 去勢抵抗性前立腺癌モデルとしてアンド
ロゲン受容体陽性 LNCaP および 22Rv1 細胞
を用い、アンドロゲン枯渇条件下での細胞増
殖と水溶性不活型 DHEA 硫酸抱合体ホルモ
ン (dehydroepiandrosterone sulfate 、 以 下 
DHEAS)を輸送する有機アニオン輸送体
(OAT および OATP)の発現変動との関係につ
いて、1) アンドロゲン枯渇が DHEAS 輸送体
発現に与える影響（qRT-PCR法および Western 
blotting 法）、2）アンドロゲン枯渇下における
細胞増殖に対する DHEAS の効果、 3) 
OATP1A2 分子発現抑制 LNCaP 細胞の作製と
増殖能、を検討し去勢抵抗性と輸送体との関
係について考察した。 
 
４．研究成果 
 ヒト前立腺癌細胞を用いて検討を行った。
DHEASによる細胞増殖促が観察され、この効
果はDHEASを活性型アンドロゲンである
DHEAへと変換するsteroid sulfatase 阻害剤に
よって消失した。また、OATPのmRNA発現を
qRT-PCRやWestern Blottingによって検討した
結果、アンドロゲン枯渇下で、OATP1A2 を
はじめとする複数のOATP分子の発現上昇が
観察された。さらに、 [3H]DHEASの細胞内
取り込みは、アンドロゲン枯渇下で培養する
ことで増加した。以上より、LNCaP細胞はア
ンドロゲン枯渇下でOATP輸送体増加により、
DHEAS取り込みが増加することが明らかに
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なった。さらに、 LNCaP 細胞における
OATP1A2 の 発 現 を 安 定 的 に 抑 制 す る
OATP1A2/KD細胞において、アンドロゲン枯
渇下における細胞増殖に対するDHEASの効
果が消失したことから、OATP1A2 が細胞増
殖に重要な役割を果たすことが証明された。
現在、アンドロゲン受容体陽性前立腺癌細胞
における本輸送体の発現転写制御機構およ
びアンドロゲン枯渇下における前立腺癌細
胞のクローン選択における役割を鋭意解明
中である。OATP1A2 に関する研究は、去勢
抵抗性前立腺癌治療に有益な化学療法の創
製に資すると期待される。 
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